
欠席委員からのご意見（案） 

 

○ 海野委員 

・計画段階評価における複数案の提示、比較、評価で、３案とも「動植物の

生息・生育環境に影響を与える可能性がある【△】」と評価されている。 

⑨案の新規ダム建設の影響は、①案及び⑧案の工事による河道掘削の【△】

とは同等とは思えない。長期的な評価を加味すれば、もっと低評価になる

かもしれない。 
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